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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 558 ha

平成 25 年度　～ 平成 29 年度 平成 25 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

棟/5年 平成23年度 平成29年度

世帯 平成23年度 平成29年度

件/5年 平成23年度 平成29年度

件/5年 平成23年度 平成29年度

地区内の交通事故件数 地区内における人身及び自動車事故等の発生件数
歩道等の安全な交通ネットワークの構築による交通事故件数の減
少を図る。

458 405

鉄道輸送障害（運休含）の件数
上田電鉄別所線の5年間の踏切障害や輸送障害による運
休を含めた輸送障害（30分以上の遅延）の件数

鉄道施設への設備投資や基盤整備により鉄道輸送障害（運休含）
件数を減少させ、安全性・安定性の向上を図る。

10 5

床上・床下浸水の家屋数
台風や豪雨等により発生した地区内5年間の床上・床下浸
水の家屋数

水害等の災害防止対策を実施し、被害家屋の減少を図り、安全・
安心のまちづくりを推進する。

32 10

地区内の居住世帯数 地区内の関係自治会（または大字）の世帯数
安全で安心して暮らせ、利便性の高い基盤整備及び質の高い都
市空間（景観）の創出を行ない、まちなか居住の推進を図る。

11,774 11,980

大目標；城下町のたたずまいと中心市街地の新拠点が調和・融合した、次世代が住み続けたいと思えるまちづくりを推進する。
　目標①；安全で安心して暮らせるまちづくりの推進を図るため、水害や地震等、災害への備えの強化と減災対策の実施
　目標②；歩行者・鉄道・自動車等の総合交通ネットワークの充実による安全性・安定性・利便性・回遊性の確保及び向上と低炭素まちづくりの推進
　目標③；上田城跡南側周辺の地域特性を活かした誇りと愛着が持てる景観の保全と新たな景観の創出

・中心市街地にある企業の代名詞でもあった日本たばこ産業株式会社が、コスト縮減・経営の効率化等を理由に、平成17年3月操業停止となった。その後、上田駅にも近いなど立地の条件の良さから、１９ｈａの広大な工場跡地を含めた土地区画整理
　事業が平成19年度から実施され、平成21年度に完成した。
・区画整理地内では、平成23年4月に大型商業施設が開店し、また、100戸を越える住宅団地も造成されたことから、多くの買い物客や従業員、また定住人口も増加し、工場当時と比べ人の流れも大きく変化した。
・さらに、上田城跡公園内にある老朽化した市民会館の代替機能として、区画整理地内の一部に文化・交流施設が平成26年秋の開館を目指し、現在建設中である。また、上田警察署が移転新築中であり、平成24年度末の開署を予定している。
・区画整理地内の道路等の基盤整備は実施され安全性や利便性が向上したものの、当地区へのアクセスは東側を走る（主）長野上田線に負うところが大きく、平日の夕方や休日等には上田駅や上田橋付近において渋滞を引き起こしている。
・平成22年8月、当地区内の西側を流れる一級河川矢出沢川流域において豪雨災害が発生し、多くの床上・床下等の浸水被害が発生した。
・上田城跡南側の尼が淵周辺は、昭和50年代後半に開通した都市計画道路秋和踏入線（旧秋和上堀線）沿いに、商業施設や事業所、マンションなどが建設され都市化が進んだ反面、城下町としての風情は失われつつある。

・新生上田市のシンボルである文化・交流施設等の新拠点施設は、上田駅から至近距離にあるものの、従来からの商店街とは、しなの鉄道線により分断されており、既存の中心市街地との一体感、連続性がない。また、当市の西側からのアクセスと
　なる千曲川堤防道路の一部も未整備となっている。
・大規模な浸水被害が発生した常磐城地区の矢出沢川沿いは、整備計画が策定され一部河川改修が着手したたものの、川沿いには依然として低宅地があり、今後もゲリラ豪雨や台風等の際、浸水被害が発生する恐れがある。
・上田城跡公園内には防災備蓄倉庫があるものの地震時の飲料水等のライフラインの確保等の防災対策が進んでいない。
・公共交通の活性化、さらには、低炭素まちづくりの推進に向けて、鉄道の安全性の確保及び利用促進を図るため、基盤整備等の安全強化に対する支援を行なう必要がある。
・真田家が築城した上田城跡（公園）を中心とした城下町としての風情が失われつつあるため、上田市景観計画に沿った景観の保全と新たな修景施設の整備をする必要がある。
・新たな道路等は整備されたものの歩行者やドライバー等の利用者への案内が不足している。

「第一次上田市総合計画（後期基本計画）」
・安全・安心・清潔に暮らせる生活環境の実現　⇒　「魅力ある地域景観の形成」、「災害に強いまちづくりの推進」
・市内外の交流を円滑に進める　⇒　「日常生活の利便性を高めるための生活道路の整備」
・人や自然にやさしい交通体系の実現、公共交通機関の利用の促進　⇒　「歩行者等の安全確保」、「住民1人ひとりの利用促進策の推進」

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 長野県 上田市 千曲川リバーサイド地区（第Ⅱ期）

計画期間 交付期間 29



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
安全で安心して暮らせるまちづくりの推進を図るため、水害や地震等、災害への備えの強化と減災対策の実施
　・一級河川千曲川堤防道路の拡幅に伴う堤防断面の強化による安全度の向上
　・耐震性貯水槽整備による災害時の飲料水の確保
　・台風等の豪雨時の浸水対策の強化

・市道 上田橋中島線（道路；拡幅）
・消防施設整備事業 耐震性貯水槽新設工事（関連事業）
・諏訪部地区内水対策（地域生活基盤施設；地域防災施設）

歩行者・鉄道・自動車等の総合交通ネットワークの充実による安全性・安定性・利便性・回遊性の確保及び向上と低炭素まちづくりの推進
　・当市西側からのアクセスの向上及び既存商店街との回遊性連続性を担保する道路の整備
　・利用者にわかりやすい案内板の整備
　・街路との近接性を活かした別所線城下駅への歩行動線の連続性と安全性の確保
　・公共交通の活性化と低炭素まちづくりの推進に向けた鉄道の基盤整備等の安全強化に対する助成

・市道 上田橋中島線（道路；拡幅）
・市道 櫓下泉平線（道路；新設）
・市道 古舟側道６号線 他（道路；改良）
・市道 天神３の２号線 他（地域生活基盤施設；情報板）
・市道 城下停車場線（高質空間形成施設；緑化施設等（カラー舗装））
・別所線再生支援事業（提案事業；地域創造支援事業）

上田城跡南側周辺の地域特性を活かした誇りと愛着が持てる景観の保全と新たな景観の創出
　・上田城跡周辺への市花・桜の植樹による景観の向上と修景施設の整備

・尼が淵桜の回廊（地域生活基盤施設；緑地）



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 上田市 直 L=380m 平成20年度 平成29年度 平成25年度 平成29年度 898.0 135.0 135.0 135.0 4.4

道路 上田市 直 L=132m 平成20年度 平成28年度 平成25年度 平成28年度 752.5 319.5 319.5 319.5 1.8

道路 上田市 直 L=300m 平成23年度 平成29年度 平成28年度 平成29年度 144.0 20.0 20.0 20.0 1.0

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 上田市 直 301㎡ 平成28年度 平成28年度 平成28年度 平成28年度 6.0 6.0 6.0 6.0 1.0

地域生活基盤施設 上田市 直 4ヶ所 平成26年度 平成28年度 平成26年度 平成28年度 4.0 4.0 4.0 4.0 1.0

地域生活基盤施設 上田市 直 1式 平成28年度 平成29年度 平成28年度 平成29年度 80.0 60.0 60.0 60.0 1.0

高質空間形成施設 上田市 直 L=165m 平成29年度 平成29年度 平成29年度 平成29年度 1.5 1.5 1.5 1.5 1.0

高次都市施設

中心拠点誘導施設

連携生活拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,886.0 546.0 546.0 0.0 546.0 1.6 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

上田電鉄㈱ 間 安全対策一式 平成16年度 平成29年度 平成25年度 平成27年度 643.0 36.0 36.0 36.0

合計 643.0 36.0 36.0 36.0 …B

合計(A+B) 582.0
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
長野県 国土交通省 L=625m ○ 平成20年度 平成29年度 2,800

上田市 文化庁 1式 ○ 平成2年度 平成30年度 1,480

上田市 国土交通省 A=23,000㎡ ○ 平成22年度 平成26年度 12,248

上田市 総務省消防庁 N=1基 ○ 平成26年度 平成26年度 5

合計 16,533

交付対象事業費 582.0 交付限度額 232.8 国費率 0.40

交付期間内事業期間
細項目

（参考）事業期間

（市道）上田橋中島線

（市道）櫓下泉平線

（市道）古舟側道６号線 他

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

諏訪部地区内水対策

（市道）城下停車場線

尼が淵桜の回廊

（市道）天神３の２号線 他

住宅市街地
総合整備
事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

別所線再生支援事業 上田電鉄別所線

全体事業費

（県）北天神町古吉町線街路事業 （主）長野上田線

上田城跡整備計画 上田城跡公園

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

交流・文化施設整備事業 天神三丁目

消防施設整備事業耐震性貯水槽新設工事 別所温泉

（いずれかに○） 事業期間



都市再生整備計画の区域

千曲川リバーサイド地区(第Ⅱ期)　（長野県上田市） 面積 558 ha 区域
天神二、三、四丁目、常磐城三丁目、常磐城、諏訪形、御所、上田原、神畑、
下之郷、五加、本郷、中野、舞田、八木沢、別所温泉

N 

県工科短大 

自然運動公園 

上田城跡公園 
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上田女子短
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都市再生整備計画の区域 

地区名 

面  積 

千曲川リバーサイド地区(第Ⅱ期) 

５５８  ha 

ち く ま が わ り ば ー さ い ど ち く 

上田市役所 

上田合同庁舎 

国道18号 

国道18号BP 

国道144号 

上信越自動車道 

国道141号 
国道143号BP 

（主）上田丸子線 

（主）長野上田線 

（主）小諸上田線 

上田電鉄別所線 

長野新幹線 

しなの鉄道 



床上・床下浸水の家屋数 （棟/5年） 32 （平成23年度） → 10 （平成29年度）

地区内の居住世帯数 （　世帯　） 11,774 （平成23年度） → 11,980 （平成29年度）

地区内の交通事故件数 （件/5年） 458 （平成23年度） → 405 （平成29年度）

　千曲川リバーサイド地区(第Ⅱ期) （長野県上田市）　整備方針概要図

目標
城下町のたたずまいと中心市街地の新拠点が調和・融合した、次世代が住み続

けたいと思えるまちづくりを推進する。

代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡  例

上田市役所 

上田合同庁舎 

□提案事業
地域創造支援事業 別所線再生支援事業

    都市再生整備計画区域
1,000m 500m 0

上田城跡公園 ■基幹事業
道路事業 櫓下泉平線

■基幹事業
道路事業 古舟側道６号線

■基幹事業
道路事業 上田橋中島線

■基幹事業
地域生活基盤施設 天神３の２号線他

■基幹事業
地域生活基盤施設 尼が淵桜の回廊

■基幹事業
高質空間形成施設 城下停車場線

○関連事業
史跡上田城跡整備基本計画

○関連事業
交流・文化施設整備事業

○関連事業
北天神町古吉町線街路整備事業（県施工）

■基幹事業
地域生活基盤施設 諏訪部地区内水対策

○関連事業
消防施設整備事業 耐震性貯水槽新設工事



計画の名称：千曲川リバーサイド地区（第Ⅱ期）都市再生整備計画　  事業主体名：上田市

チェック欄

　１）まちづくりの目標が都市再生基本方針と適合している。 ○

　２）上位計画等と整合性が確保されている。 ○

　１）地域の課題を踏まえてまちづくりの目標が設定されている。 ○

　２）まちづくりの必要性という観点から地区の位置づけが高い ○

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　３）目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 ○

　４）指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 ○

　５）地域資源の活用はハードとソフトの連携等を図る計画である。 ○

　１）十分な事業効果が確認されている。 ○

　２）事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 ○

　１）まちづくりに向けた機運がある。 ○

　２）住民・民間事業者等と協力して計画を策定している。 ○

　３）継続的なまちづくりの展開が見込まれる。 ○

　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ○

　２）交付期間中の計画管理（モニタリング）を実施する予定である。 ○

　３）計画について住民等との間で合意が形成されている。 ○

⑤地元の熱意

⑥円滑な事業執行の環境

（都市再生整備計画事業等タイプ）

Ⅲ．計画の実現可能性

Ⅰ．目標の妥当性

④事業の効果

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅱ．計画の効果・効率性

③目標と事業内容の整合性等

①都市再生基本方針との適合等

②地域の課題への対応




